
２年間で、観光・英語・日本文化の世界を広げます！ 

２００９．６．５. 

こんにちは！ 東京成徳短大の言コミです。 

ＡＯ入試 ＆ 第１回オープンキャンパス  情報 

ＡＯ入試エントリー、まもなく開始！ 

AO入試・第Ⅰ期選考日は8月1日(土)です。エントリー

は７月1日(水)から24日(金)までとなっています。 

 

簡単な内容は大学案内のp.94に掲載されていますが、

詳しくは「AO入試要項」を請求してください。（右記

オープンキャンパス時にも配布します。） 
 

◆不明な点・質問などがあれば、どうぞ入学課までお問

い合わせ下さい。（下記の電話番号は入学課直通で

す。） 

東京成徳短期大学 言語文化コミュニケーション科 

  「言コミ通信」は、「言語文化コミュニケーション科（通称

「言コミ」）」について、既にお送りしている大学案内より詳しく

内容を伝えるため、資料請求者の方を対象に送付している

ものです。◆読んでいただいて、気になることや質問などあ

れば、どんなことでも気軽におたずねください。電話でもメー

ルでも、ファクスでも構いませんし、オープンキャンパスなど

の機会に足を運んでいただけたら、一層うれしいです。 

  さて、言語文化コミュニケーション科は、観光・英語・日

本文化の３分野を核に多彩な科目構成となっています（な

んと130科目以上！）。一つの分野を深めることができる一

方、他分野と組み合わせた学習が出来るところがお勧めで

す！もう少し具体的なことは、裏面を見てください！ 

  また、東京成徳短大のホームページには、「言コミ通信

（Web版）」を、毎週月曜と木曜に更新し、さまざまな情報

を掲載しています。言コミスタッフの授業や研究、また学内

イベントや成果等必見です。また、「秋山秀一の旅行術」

は、すでに通算400回を超えたコーナーで、毎週金曜、写

真付きで、日本各地、世界各国の話題を交えながら、多

岐にわたる話題を提供しています。◆東京成徳短大・トッ

プページから、次のバナーをクリック！ 
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2009 Open Campus 
第１回オープンキャンパスを６月21日（日）に行い

ます。（説明会開始時間：午前10時・午後１時） 

 

＜6月21日 言コミ・体験授業＞ 
 ①そうだ京都に行こう —旅行業資格対策-（午前・午後） 

 ②発音クリニック（午前） 

 ③児童英語教育 —子供に英語を教えてみませんか-（午後） 

 ④書道 -自分の名前を書いてみよう-（午前・午後） 

   
      ※同封別紙に体験授業内容があります。 



＜ 観   光  - TOURISM -＞ 
 将来、ホテル・旅行会社など、「観光」に関わる職業に就きたいと思っている人は多いと思います。具体

的には旅行代理店、ホテル、運輸関係、地域振興など、色々とありますが、そもそも「観光」という分野で

必要とされることは、かなり多方面に及びます。 

 言コミでは、観光ビジネスの実務に関する知識、実務に携わるために必要な能力の養成、観光を支える

社会システムや産業について様々な角度から学習します。国家資格である「国内旅行業務取扱管理者」

をターゲットにした学習にも力を入れています。また、「観光ビジネス実務士」という、所定の単位を

修得することで卒業時に取得ができる資格も導入し、より一層充実したカリキュラムを提供しています。 

 一方で、様々な地域の歴史・文化・自然・産業などを学び、その土地や場所の魅力は何

であるのかを考え、そこを訪れる人にその魅力を伝えるのも「観光」の担い手としては重

要なポイントです。観光・旅行に携わる人にとって必須の分野についての科目だけでな

く、観光サービス分野で必要とされることの多い「英語」能力の養成や、関連分野であ

る「日本文化」なども学習出来る、多岐にわたるニーズに応えられるカリキュラムを揃

えています。 

＜ 英  語 — ENGLISH -＞  
 英語でコミュニケーションができると、色々な意味で視野も世界も拡がります。その

ために必要なことは、やはり「基本」。基礎のマスター（プラス語彙力）が、結局「英

語の達人」への早道です。また、「英語」と色々な形で多く接していくことも、とても

大切です。 

 英語を生で感じながら勉強するなら、やはり英語圏、という人のためには、オース

トラリア留学制度を用意しています。在学中に３ヶ月・６ヶ月シドニーに滞在し、卒業も通常通り２年間

でできますし、事前指導や留学中のケアなど、万全の体制で皆さんの参加を待っています。 

 もちろん、日本での英語学習支援体制も整っています。ネイティブの先生もいますし、基本的なことは日

本語を通して学習する方が良い面もあります。言コミでは、英語のコミュニケーション能力を幅広く評価

し、多くの企業でも採用しているTOEICに力をいれながら、基礎力・応用力に磨きをかけていきます。 

 そうやって身につけた英語を、子どもに教えてみたいとは思いませんか。自分の英語力を高めるととも

に、子どもに英語を教えるための技術や教材研究など、児童英語教育についても学ぶことができます。小

学生に英語を教える実習などを通じて、自分自身の英語力アップにもつなげることができます。 

＜ 日 本 文 化 — JAPANESE CULTURE -＞ 
 「日本文化」というのは、とても広い分野ですが、言コミでは、文学鑑賞・文芸創作・日本語・書道と

いった範囲に対応するとともに、豊かな読解力・思考力・発想力・表現力を身につけ、現代社会に通用する

コミュニケ－ション能力を養います。 

 古典から現代に至る日本の文学や伝統文化の鑑賞と研究を多角的な視点から行ったり、小説・俳句・短

歌・詩などを創作し、雑誌に発表したり、学外のコンクールに応募したりします。 

 文学や創作のベースにもなっている日本語関連の科目では、言葉やコミュニケーション

のことや、日本語の音・文字・文法・表現などについて探っていきます。 

 また、短大の中では群を抜く科目数を誇る「書道」では、書の基礎力をつけることからス

タートして、臨書によって古典のスタイルをマスターし、自分らしい書を創作することを目

指します。「書道師範認定書」を取得することができますし、学外の公募展にも毎年挑戦し

良い成果を修め、プロへの第一歩を踏み出す学生も数多く輩出しています。 


